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の手続轡はこのよう!と獄ります
ご本人を確認したうえで印鑑驚議援を交付いたします。
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け
け
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百訂 (持参) にここ二コ

現在登録している印鑑をそのまま引き続いて登録する場合の手続きはこのようになりま寸。

自
由

@君主宮署を受けている印綴

@登録を受けている郎総

場 r談後のE言告E正する警警護憲J

認え?ミ竣入選佳滋グ3卓三きかた参照

これからは印鑑殺録誌を持参すれば、登鈴印鍛{実印)がなくても、印鑑去を録証明書の交付が受け
られまナ。
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印鐙登録証明

@型高 ~nlまい')ません。

@告己資護人選H:Tr議会?どち l 
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